
　
市
で
は
、
今
年
３
月
に
、
建
築
な
ど
各
分
野
の
専

門
家
６
人
に
よ
る
国
東
市
新
庁
舎
建
設
検
討
専
門
家

委
員
会
（
委
員
長
・
沓
掛
正
幸
㈱
大
銀
経
済
経
営
研

究
所
社
長
）
を
立
ち
上
げ
て
、
庁
舎
建
設
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
や
建
設
位
置
の
選
定
方
針
を
示
す

「
国
東
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
協
議

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
月
に
は
市
民
代
表
に
よ

る
新
庁
舎
建
設
検
討
市
民
委
員
会
（
委
員
長
・
福
田

洋
祐
区
長
会
長
・
34
人
）
を
開
催
し
、
両
検
討
委
員

会
の
指
導
、
意
見
を
受
け
て
「
基
本
構
想
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
の
経
緯
と
必
要
性

（
現
庁
舎
の
状
況
と
問
題
点
）

○
合
併
協
定
書
と
新
市
建
設
計
画

　
国
東
市
が
誕
生
す
る
際
の
合
併
協
定
書
と
新
市
建

設
計
画
で
は
、
新
市
に
お
い
て
新
庁
舎
を
建
設
す
る

位
置
は
、
４
町
の
利
便
性
、
公
平
性
並
び
に
経
済
性

を
総
合
的
に
考
慮
し
国
道
２
１
３
号
沿
線
に
決
定
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

○
老
朽
化
と
狭
隘
化

　
現
本
庁
舎
は
、
築
46
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
著
し
く
維
持
管
理
費
も
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
議
室
や
駐
車
場
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
不
足

　
現
本
庁
舎
は
、
段
差
も
多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

ト
イ
レ
も
無
い
た
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す

る
配
慮
が
不
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
防
災
拠
点
に
必
要
な
機
能
の
不
足

　
現
本
庁
舎
は
昭
和
56
年
６
月
以
降
の
新
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
、
大
地
震
発
生
時
に
は
倒

壊
や
、
大
津
波
発
生
時
に
は
流
失
す
る
危
険
性
も
あ

る
点
か
ら
、
災
害
対
策
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
総
合
的
か
つ
抜
本
的
に
解
決
す

る
た
め
に
も
新
庁
舎
建
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
財
源
は
合
併
特
例
債

　
通
常
の
場
合
、
新
庁
舎
建
設
費
用
の
全
て
が
自
治

体
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
後
10
年
間
に
限
っ
て

対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で
借
入
が
可
能
で
、
さ
ら
に

返
済
額
の
70
％
が
交
付
税
で
補
わ
れ
る
合
併
特
例
債

の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
考
え
方

（
基
本
理
念
）

　
新
庁
舎
の
建
設
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財

政
運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、

効
率
的
で
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
か
つ
的

確
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
施
設
と
し
、
市

民
に
と
っ
て
、
親
し
み
や
す
く
、
便
利
で
、
安
全
な

庁
舎
と
し
ま
す
。

国
東
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国見総合支所（昭和34年建築） 国東市役所本庁（昭和40年建築）

武蔵総合支所（昭和46年建築） 安岐総合支所（平成４年建築）

き
ょ
う
あ
い
か
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